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Ⅰ 学校の現況及び目的Ⅰ 学校の現況及び目的Ⅰ 学校の現況及び目的Ⅰ 学校の現況及び目的 ③それぞれのよさや違いを認め，育ち合う感性を養う

こと。

１ 現況１ 現況１ 現況１ 現況 ④身近な環境に対する興味や思考力の芽生えを養うこ

(1) 学校名 鳴門教育大学附属幼稚園 と。

(2) 所在地 徳島市南前川町２丁目 11 番地の１ ⑤喜んで話したり聞いたりする態度や言葉に対する感

(3) 学級等の構成 覚を養うこと。

３歳児１学級，４歳児２学級，５歳児２学級 ⑥創作的表現に対する興味や豊かな感性を養うこと。

保育課程 ２年保育，３年保育 (3)めざす子ども像めざす子ども像めざす子ども像めざす子ども像

(4) 幼児数及び教員数(平成 20 年５月１日) 本園は，教育目標に基づき，次のように「めざす子

幼児数 147 人 教員数７人（正規教員） ども像」を明確に示している。

２ 目的２ 目的２ 目的２ 目的 ○たくましい子ども

(1)目的・使命目的・使命目的・使命目的・使命 ○しなやかな子ども

本園の目的は，附属幼稚園園則第１条において「義 ○育ちあう子ども

務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして，幼 (4)平成２０年度重点目標平成２０年度重点目標平成２０年度重点目標平成２０年度重点目標

児を保育し，幼児の健やかな成長のために適当な環境 幼稚園長の専任化・国立大学の法人化等による影響

を与えて，その心身の発達を助長する」と定めるとと や課題を明確にし，より充実した幼稚園教育に取り組

もに，同条第２項では「幼児期の教育に関する各般の む。

問題につき，保護者及び地域住民その他関係者からの ①鳴門教育大学との連携をさらに推進する。

相談に応じ，必要な情報の提供及び助言を行うなど， ②園務分掌を見直し，事務等の能率化・省力化，経費

家庭及び地域における幼児期の教育の支援に努める」 節減等を図り，教職員の勤務体制の適正化を図る。

と定めている。 ③中期目標・中期計画・本年度計画等の実現に努力す

また，園則第１条には「鳴門教育大学における幼児 る。

の保育に関する研究に協力し，かつ，本学の計画に従 幼稚園教育要領の改訂の趣旨を踏まえた幼稚園教育

い学生の教育実習等の実施に当たることを目的とす の具現化に取り組む。

る。」と定めており，具体的には教員養成大学の附属 ①幼稚園の目標・教育課程・指導計画の見直しを図

幼稚園として，次のような使命をもった幼稚園でもあ る。

る。 ②教育の質的向上を図る「遊誘財」の研究を継続推進

①大学と一体となって，教育の理論及び実践に関する する。

科学的研究を行う研究幼稚園としての使命 ③幼児教育のセンター的役割を果たすとともに，子育

②地域の教育課題の解明，参観者への指導・助言，文 て支援についての研究を推進する。

部科学省・県教委・地教委等からの要請による教員派 (5)評価項目評価項目評価項目評価項目

遣など，教育界の発展に寄与する使命 ①教育課程・指導

③鳴門教育大学の学部学生及び大学院生の教育実習等 ・教育課程の編成・実施の考え方についての教職員間

を行う使命 の共通理解の状況

(2)教育目標教育目標教育目標教育目標 ・新幼稚園教育要領に沿った年間指導計画の作成の状

本園は，園則第１条に示されている幼稚園教育の目 況

的の達成のため，次のような教育目標を掲げている。 ②保健管理

①自主・自立・創造・感謝の精神の芽生えを養うこ ・日常の健康観察や，疾病予防の取組，健康診断の実

と。 施状況

②健康でたくましい心身を養うこと。 ③安全管理
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・危機管理マニュアル等の作成・活用の状況

④特別支援教育

・園内委員会の設置，特別支援教育コーディネーター

の指名や研修の実施等，特別支援教育のための園内支

援体制の整備の状況

⑤組織運営

・園務分掌が適切に機能するなど，明確な運営・責任

体制の整備の状況

⑥研修（資質向上の取組）

・園内研修や園外研修の実施及び参加の状況

⑦教育目標・学校評価

・教育目標の設定と自己評価の実施状況

・学校関係者評価の実施システムの確立状況

⑧情報提供

・ウェブページの活用など，情報提供手段の工夫の状

況

⑨保護者，地域住民との連携

・保護者・参観者等を対象とするアンケートの結果

⑩子育て支援

・教職員のカウンセリングの基礎の理解と相談機能の

状況

⑪教育環境整備

・施設整備：設置者と連携した施設設備の安全・維持

管理のための点検の取組の状況

・遊具・用具・図書等：設置者と連携した遊具・用具

・図書等の整備の状況

⑫教育実習

・教員の育成を目的とした教育実習の実施の状況

⑬センター的役割

・幼児教育関係者への研修支援，教員派遣等の状況
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Ⅱ 評価項目ごとの自己評価Ⅱ 評価項目ごとの自己評価Ⅱ 評価項目ごとの自己評価Ⅱ 評価項目ごとの自己評価

評価項目１ 教育課程・指導評価項目１ 教育課程・指導評価項目１ 教育課程・指導評価項目１ 教育課程・指導

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点１－１ 教育課程の編成・実施の考え方について教職員間の共通理解ができているか。観点１－１ 教育課程の編成・実施の考え方について教職員間の共通理解ができているか。観点１－１ 教育課程の編成・実施の考え方について教職員間の共通理解ができているか。観点１－１ 教育課程の編成・実施の考え方について教職員間の共通理解ができているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

教育課程の編成については，以下の内容に関して教職員間で研究と修養を深め，共通理解

に至った。

(1) 教育課程の意義について

幼稚園教育の基本に基づいて展開される幼児期にふさわしい生活を通して，幼稚園教育

の目的や目標の達成に努めるため，幼児の発達を見通し，その発達が可能となるよう，そ

れぞれの時期に必要な教育内容を明らかにし，計画性のある指導を行うことが求められて

いる。私どもは幼稚園における教育期間の全体にわたって幼稚園教育の目的，目標に向か

ってどのような道筋をたどって教育を進めていくかを明らかにし，幼児の充実した生活を

展開できるような全体計画を示した。

(2) ねらいと内容を組織すること

教育課程の編成に当たっては，幼稚園教育要領に示されている「ねらい」や「内容」を

参考にし，幼児の発達の各時期に展開される生活に応じて適切に具体化したねらいや内容

を設定する必要がある。具体的なねらいと内容を組織するに当たっては，まず，それぞれ

の幼稚園で入園から修了までの教育期間において，幼児がどのような発達をしていくかと

いう発達の過程をとらえる必要がある。それぞれの発達の時期において幼児は主にどのよ

うな経験をしていくのか，また，教育目標の達成を図るには，入園から修了までを通して

どのような指導をしなければならないかを各領域に示す事項に基づいて明らかにした。

(3) 幼児期の発達の特性を踏まえること

教育課程の編成に当たっては，幼稚園教育の内容と方法及び幼児の発達と生活について

の十分な理解をもつことが大切である。特に，幼児期においては，自我が芽生え，自己を

表出することが中心の生活から，次第に他者の存在を意識し，他者を思いやったり，自己

を抑制したりする気持ちが生まれ，同年代での集団生活を円滑に営むことができるように

なる時期へ移行していく。教育課程の編成に当たっては，このような幼児期の発達の特性

を十分に踏まえて，入園から修了までの発達の見通しをもち，きめ細かな対応が図れるよ

うにした。

(4) 入園から修了に至るまでの長期的な視野をもつこと

発達の各時期にふさわしい具体的なねらいや内容は，幼稚園教育要領の第２章の各領域

に示された「ねらい」や「内容」のすべてを視野に入れるとともに，幼児の生活の中で，

それらがどう相互に関連しているかを十分に考慮して設定していった。

(5) 教育課程の編成の実際

教育課程は全教職員の協力の下に園長の責任において編成した。編成に当たっては，幼

稚園に累積されている資料などから幼児の発達の過程や実情を的確に把握した。

さらに南前川地域の環境や本園がもっている人的，物的条件などの特色を生かし，創意
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のある教育課程を編成し，研究紀要 42 集並びに「生活プラン」として 11 月に刊行した。

資料１－１－① 年齢別月別指導計画（一部抜粋）

５歳児４月の指導計画
【幼児の姿】

○年長組になった喜びを言葉や態度で表現しながら，意欲的に新しい担任やいろいろ
な人にかかわっていく。入園式の準備や保育者の手伝いなど幼稚園の様々な仕事を
したり，昨年自分達が見ていた年長児のように，大型積み木などの遊具を使って遊
んだりするようになる。一方「やってみよう」「できるかも」という気持ちでして
みるが，うまくいかないことも多い。失敗したり戸惑ったりしつつ，保育者や友
達に助けてもらったり教えてもらったりしながら，何度もやり直す姿が見
られる。

○「新しい先生や，星組，月組の人はどんな人だろう」と関心をもって見たり，接し
たりする。担任と一緒に，玄関で新入園児を迎えたり，世話をしたりする中で，「し
てあげられるようになったこと」のうれしさが姿にあらわれてくる。

○昨年自分達が植えたチューリップの球根が，花を咲かせる様子を楽しみにし
ながら，水やりなどの世話をしたり，サクラなどの花びらで遊んだりする。

○園内オリエンテーリングなど，友達と一緒に考えたり準備をしたりする中で，あら
ためて身近な園環境や園にかかわる人について知ったり，親しみをもったりする。

【ねらい】

○年長組になった喜びを感じ，進んで園生活に取り組む。
○新緑の木々や草花など，春の自然に触れて遊ぶ。
○基本的な生活の習慣や態度，いろいろな園環境の意味や使い方について意識する。

指導内容 指導の要点と環境の構成の留意点

○関心をもって身近な人にかか ○親しみをもって幼児一人ひとりに接し，その子
わる。 なりの考え方や表現の仕方に関心をもってい

・新しい担任に関心をもって接 く。
し，話したり，相手の話を聞 ・年長組になった喜びを受け止め，一人ひとりの
いたりする。 幼児の喜びの表現を認めていく。

・保育者や友達と一緒に戸外で ・朝の出会いや降園時の挨拶など，幼児と向かい
身体を動かして遊ぶ。 合う機会を大切にして，その子の思いや考え，

・新入園児の様子に関心をもち 期待しているものなどを感じ取っていく。
挨拶したり，世話をしたりす ・幼児の話そうとする気持ちを大切に受け止めな

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

研究主任が文部科学省の幼稚園教育教育要領改善の調査協力委員のひとりであったため，

教育要領改訂の趣旨を踏まえた教育課程の編成・実施の考え方について教職員間の共通理解

ができた。

添付資料１－１－① 年齢別月別指導計画
別添資料１－１－② 研究紀要 第 42 集 （2008/11/20 発行）
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観点１－２ 新幼稚園教育要領に沿った年間指導計画が作成されているか。観点１－２ 新幼稚園教育要領に沿った年間指導計画が作成されているか。観点１－２ 新幼稚園教育要領に沿った年間指導計画が作成されているか。観点１－２ 新幼稚園教育要領に沿った年間指導計画が作成されているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

本年度は遊誘財研究５年計画の最終年度，総まとめの年に当たった。これまで様々な角度

から研究と実践を積み重ねてきた成果を整理し，さらに日々の保育実践を鍛え，保育の質の

向上を図ることを課題としてきた。

折しも，学校教育法が一部改正（平成19年６月27日 法律第96号）され，平成20年３月28

日には幼稚園教育要領（文部科学省告示第26号）が改訂された（平成21年４月１日施行）。そ

こで遊誘財研究の成果に，改訂の柱である「発達や学びの連続性をふまえた幼稚園教育の充

実」「幼稚園教育と家庭生活の連続性をふまえた幼稚園教育の充実」の観点も併せ，年間指導

計画の見直しを進めた。

教育課程に基づいてさらに具体的なねらいや内容，環境の構成，教師の援助などといった

指導の内容や方法を明らかにした。また，本園の特徴である植物環境プランやおやつの部屋

を中心とした食育指導については，新幼稚園教育要領の重点項目でもあることから，研究紀

要 42 集並びに「生活プラン」の刊行と同時に県内外からの問い合わせが殺到するなど大きな

反響をもたらしている。

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

平成 20 年度幼児教育研究会の保育公開の幼児の発達の状況は参観者に高く評価された。ま

た，研究紀要第 42 集・「生活プラン」などの刊行物も県内外を問わず幼児教育関係者や研究

者達からの評価を得て，問い合わせも多い状況である。

別添資料１－２－①（１－１－②）

研究紀要 第 42 集 （2008/11/20 発行）

別添資料１－２－② 附属幼稚園 生活プラン （2008/11/20 発行）

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

・研究内容と保育実践の成果が上手くかみ合って良い状態である。

【改善を要する点】

・特になし

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。

自己評価の基準

Ａ 十分達成されている

Ｂ 達成されている

Ｃ 取り組まれているが，成果が十分でない

Ｄ 取組が不十分である

※評価項目ごとの自己評価の基準は，以下同じ
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評価項目２ 保健管理評価項目２ 保健管理評価項目２ 保健管理評価項目２ 保健管理

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点２－１ 日常の健康観察や，疾病予防の取組，健康診断が実施されているか。観点２－１ 日常の健康観察や，疾病予防の取組，健康診断が実施されているか。観点２－１ 日常の健康観察や，疾病予防の取組，健康診断が実施されているか。観点２－１ 日常の健康観察や，疾病予防の取組，健康診断が実施されているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

朝の健康観察を登園時に養護教諭が玄関で行い，組別健康観察表に記入して担任に連絡し

ている。疾病予防については年間計画に沿って保健管理や保健指導を実施している。健康診

断は，年度当初に学校医と相談のうえ日程などの計画を立て，実施している。

資料 ２－１－① 平成20年度 保健室経営計画 （一部抜粋）
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資料 ２－１－② 日常の健康観察と事後措置について（一部抜粋）

資料 ２－１－③ 組別健康観察表（一部抜粋）
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資料 ２－１－④ 疾病予防の取り組み （一部抜粋）

資料 ２－１－⑤ 平成20年度定期健康診断実施状況



- 9 -

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

年度当初に学校保健計画を立て，健康診断の実施や疾病予防の取り組みを行っており，

年間を通して病気で欠席する者の人数も少ない。健康診断で異常があった者については

治療勧告をし，早急に病院で受診・治療を受け，結果を園に報告するようにしている。

添付資料 ２－１－① 平成 20 年度保健室経営計画
添付資料 ２－１－② 日常の健康観察と事後措置について
添付資料 ２－１－③ 組別健康観察表
添付資料 ２－１－④ 疾病予防の取り組み
添付資料 ２－１－⑤ 平成 20 年度定期健康診断実施状況

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

・登園時に養護教諭が日常の健康観察を行うことにより，早期に園児の健康状況が把

握できる。

・降園時・絵本の部屋の時間などを利用して，保護者に対して健康に関する情報提供

や健康指導等の実施は，園と家庭のよい連携が図れる機会となっている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

・特になし

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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評価項目３ 安全管理評価項目３ 安全管理評価項目３ 安全管理評価項目３ 安全管理

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点３－１ 危機管理マニュアル等が作成され，活用されているか。観点３－１ 危機管理マニュアル等が作成され，活用されているか。観点３－１ 危機管理マニュアル等が作成され，活用されているか。観点３－１ 危機管理マニュアル等が作成され，活用されているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

平成 20 年度「安全管理計画－危機管理マニュアル－」（別添資料３－１－①）を作成し，

それに基づいて計画的に安全管理を実施している。

資料 ３－１－② 防災・避難訓練の実施（一部抜粋）

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

危機管理マニュアルを作成し，年度当初に職員会で周知している。年間計画に即して 実施

する避難訓練等の際には，さらに詳しく共通理解を図り，確認をするよう努めている。

別添資料３－１－① 平成 20 年度安全管理計画－危機管理マニュアル－

添付資料３－１－② 防災・避難訓練の実施

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

・安全管理計画に基づき，毎日，毎月の安全点検や防災・避難訓練を実施することにより，

事故の防止に努めるとともに，幼児は安全な避難の仕方を身につけることができ，また，

生命や身体を守ることの大切さを知ることができている。

・ＡＥＤを今年度 12 月に設置することができ，一層安全管理体制が強化された。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

特になし

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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評価項目４ 特別支援教育評価項目４ 特別支援教育評価項目４ 特別支援教育評価項目４ 特別支援教育

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点４－１ 園内委員会の設置，特別支援教育コーディネーターの指名や研修の実施等，特観点４－１ 園内委員会の設置，特別支援教育コーディネーターの指名や研修の実施等，特観点４－１ 園内委員会の設置，特別支援教育コーディネーターの指名や研修の実施等，特観点４－１ 園内委員会の設置，特別支援教育コーディネーターの指名や研修の実施等，特

別支援教育のための園内支援体制の整備はされているか。別支援教育のための園内支援体制の整備はされているか。別支援教育のための園内支援体制の整備はされているか。別支援教育のための園内支援体制の整備はされているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

園内委員会を設置し，特別支援教育コーディネーターに養護教諭を指名し，研修を実施し

ている。 幼稚園・小学校の連携を密に行い，鳴門教育大学特別支援教育コースとも連携を

図り，支援の必要な幼児には「支援ノート」を作成するなどの対応を行っている。また，附

属特別支援学校の研究会等に参加し，特別支援教育のための園内支援体制の整備を行ってい

る。

資料 ４－１－① 特別支援教育計画

① 実践のねらい
すべての幼児を対象に，子どもたちが持つ様々な課題を“教育的ニーズ”ととらえ，

園全体で個別のニーズに応じた教育の実践を行う。

② 実践の組織及び全体図 家庭家庭家庭家庭

幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園

全体園内委員会全体園内委員会全体園内委員会全体園内委員会 担任・保護者の気づき
・全職員による共通理解
（年度初めの共通理解も含む）
・チェックシートの実施 コーディネーター
・特別支援教育に関する研修

校内委員会校内委員会校内委員会校内委員会
構成員：園長，教頭，教務主任，コーディネーター，

養護教諭，当該児童担任（相談内容により変更あり）

（ 定例 ）
・園内研修の企画立案および実施
・幼児理解，園内支援体制の検討

（ 随時 )
・支援を要する児童への支援・関わり方

（実態把握，対応策，支援シートの作成，評価など）

ケース会議 具体的な対応方法ケース会議 具体的な対応方法ケース会議 具体的な対応方法ケース会議 具体的な対応方法
構成員：保護者，担任，コーディ ※保護者と教師・学校の共通理解を図ることを目

ネーター，当該園児の 標にする。
指導に関わる教師など ○担任が配慮して対応していく。

対象 ：特に支援を要する園児 ○支援ノートを作成し，関わる人たちで定期的に
内容 ：校内支援体制の検討・評価 話し合いながら対応する。

○ケース会議を開催し，チームで支援する。
○他機関と連携を図り対応していく。
○その他

指導・助言

関係機関関係機関関係機関関係機関

鳴門教育大学，附属特別支援学校，総合教育センタ－，スクールカウンセラー，
医療機関，児童相談所，子育て支援課，ＮＰＯ 等
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資料 ４－１－② 特別支援コーディネーター研修

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

あらゆる機会をとらえて，特別な支援を要する園児について，職員間の話し合いや共通理

解ができている。

添付資料 ４－１－① 特別支援教育計画

添付資料 ４－１－② 特別支援教育コーディネーター研修

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

・個々の幼児について常に職員間の共通理解をはかることができ，配慮しながら支援するこ

とができた。また，鳴門教育大学や附属特別支援学校・スクールカウンセラー・徳島県立

総合教育センターなどの関係諸機関とも連携し，支援をすることができた。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

・職員の特別支援教育関係研修を充実させていきたいと思う。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「Ｂ 達成されている」と判断する。
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評価項目５ 組織運営評価項目５ 組織運営評価項目５ 組織運営評価項目５ 組織運営

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点５－１ 園務分掌が適切に機能するなど，明確な運営・責任体制は整備されているか。観点５－１ 園務分掌が適切に機能するなど，明確な運営・責任体制は整備されているか。観点５－１ 園務分掌が適切に機能するなど，明確な運営・責任体制は整備されているか。観点５－１ 園務分掌が適切に機能するなど，明確な運営・責任体制は整備されているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

本園は，３主任を責任者として，研究部・教育実習部・教務部の３部に編成した運営体制

を組織し，それを部内教頭・園長が統括するという園務分掌を定めている。

今年度は特に，副園長職がなくなり，園長の専任制となったため，園務分掌を見直し，年

度当初に教員の資質・能力・適性に応じて各担当を配置し，互いに協力しながら能率化・省

力化が図れるよう配慮した。

園運営に関する事項については，毎月の定例職員会議で，担当責任者が議題や報告にあげ，

全員で協議して共通理解を図り，対応している。

資料 ５－１－① 平成 20 年度 第１回職員会議題

平成２０年度 第１回 職 員 会 議
鳴門教育大学附属幼稚園

と き 平成２０年 ４月 １日（火） ９：３０～１２：００
ところ 附属幼稚園多目的室
議 事 園 長あいさつ

転入者あいさつ

１ 協議事項 （担任者）
(1) 平成２０年度人事異動について 資料１ （園 長）
(2) 平成２０年度 部内教頭・主任発令・学級担任及び領域研究について

資料１ （園 長）
(3) 鳴門教育大学附属幼稚園園則・附属学校部規則・同職員会議規程・同部会議規程

同運営委員会規程・同学校評議員規程・同学校関係者評価規程・就業規則
同大学中期目標・中期計画・その他申し合わせ・学校教育法等について

資料２ （園 長）
(4) 平成２０年度 幼稚園要覧について 資料３ （園 長）
(5) 平成２０年度 職員の勤務について 資料４ （園 長）
(6) 平成２０年度 園務分掌について 資料５ （園 長）
(7) 平成２０年度 年間行事計画について 資料６ (教 頭）
(8) 平成２０年度 学年始休業中の計画表 資料７ (教 頭）
(9) ４月の行事予定について 資料８ (教 頭）

(10) 新学期諸準備について 資料９ (教 頭）
(11) 始業式について 資料10 （教 頭）
(12) 新入園児用品渡しについて 資料11 （佐々木）
(13) 附属幼稚園職員連絡網･教職員名簿について 資料12 (教 頭）
(14) 園児緊急連絡網等について (教 頭）
(15) 同窓会名簿追録の作成について (教 頭）
(16) 入園式について 資料13 （教 頭）

２ 連絡事項
(1) 文書整理・情報管理等について （園 長）
(2) 経費節減について （園 長）

３ その他
(1)労働環境協議会役員改選について （佐々木）
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資料 ５－１－② 平成 20 年度 園務分掌一覧表（一部抜粋）
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【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

上記資料のような組織で園務を分掌し，幼稚園運営に行っている。少人数で，多岐にわた

る業務を分担し，それぞれが責任をもって適切にあたっており，円滑に園運営がなされてい

る。

添付資料 ５－１－① 平成 20 年度第１回職員会議題

添付資料 ５－１－② 平成 20 年度園務分掌一覧表（一部抜粋）

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

細部にわたって責任担当者を複数体制で明記しており，組織の中での責任の所在や業務内

容が明確になっている。

園運営の全体計画は年度当初に示しており，必要に応じてその都度綿密に計画立案した資

料を職員会議に提出して協議・決定し，共通理解や協力体制を深め，園運営が円滑に推進で

きるようにしている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

教職員の業務負担の公平化・超過勤務の軽減・業務内容のスリム化等が課題である。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。



- 16 -

評価項目６ 研修（資質向上の取組）評価項目６ 研修（資質向上の取組）評価項目６ 研修（資質向上の取組）評価項目６ 研修（資質向上の取組）

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点６－１ 園内研修や園外研修の実施及び参加ができているか観点６－１ 園内研修や園外研修の実施及び参加ができているか観点６－１ 園内研修や園外研修の実施及び参加ができているか観点６－１ 園内研修や園外研修の実施及び参加ができているか

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

①園内研究会・合同研究会

研究主任の計画のもと，週１回程度の園内研究会の内，月１～２回程度を合同研究会とし

て，他所属（大学・公立幼稚園・小学校等）の教員にも参加を呼びかけ，ウェブページでも

広報して，下表のように開催している。

「保育の質を問う－誘誘財と生活プラン－」を研究主題に掲げ，11 月の公開研究会に向け，

保育の質的向上を図る指導計画や指導方法の開発に取り組んできた。具体的な方法としては，

各自が記録を持ち寄り事例研究・保育カンファレンスを行ったり，各担任の研究保育及び保

育協議を行ったりして

いる。 資料６－１－① 平成 20 年度 合同研究会開催日（一部抜粋）

②その他園内研修

保育技術のスキル向

上のため，

・ピアノレッスン

・写真撮影法

・手芸

・美術鑑賞講座 等，

今年度は幅広い分野

の研修を実施した。

③園外の研修会等への参加

・幼稚園等新規採用教員研修 ４月～２月まで 園外 12 日・園内 10 日 １名

・文科省主催の研修 子育て支援指導者養成研修 ５日 １名

幼稚園担当指導主事・担当者会議 新教育課程説明会 各１名

・他附属校園の研究発表会

・全附連・四附連・近畿四国附連等の研究会 等

・鳴門教育大学主催のフォーラム・研究会・教員免許状更新講習 等

・県・市教委主催，県・市国公立幼稚園長会及び幼稚園教育研究協議会主催の研究会 等

・人権教育研究会・特別支援教育研究会 等

・その他セミナー・学会 等

上記のような数多くの研究会・研修会に，園務に支障のない限りできるだけ積極的に参加

している。

　月 　　日 協議の内容

５ １３日（火）

２７日（火）

事例研究会

事例研究会

６ 　６日（金） 研究保育と協議（３年保育５歳児川組　担任鍋山教諭）

７ 　８日（火）

１５日（火）

研究保育と協議（３年保育４歳児空組　担任濱本教諭）

研究保育と協議（２年保育４歳児月組　担任勝浦教諭）

９ ３０日（火） 事例研究会

１０ 　７日（火）

２４日（火）

事例研究会（研究紀要原稿の検討）

事例研究会（研究紀要原稿の検討）

１１ 　４日（火）

１１日（火）

１９日（金）

事例研究会（研究紀要原稿の検討）

研究紀要原稿の検討

フォーラム打ち合わせ



- 17 -

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

毎週定例の園内研究会や合同研究会で，今年度の研究テーマに取り組んできた。生活プラ

ン作成は，日々の教育計画の見直しを中心に協議して整理をした。また，日々の保育記録・

幼児の記録・エピソード記録等を保育カンファレンスを通して協議を重ねたり，研究保育を

実施したことは，教員の指導力向上に直結し，保育の質の向上にも寄与したと思われる。

園外での研究会・研修会の参加も，多岐にわたり，年間で，一人平均１０回を越える。

このように，本園では，教員の資質向上のための園内研修，園外研修は充実している。

添付資料 ６－１－① 平成 20 年度 合同研究会開催日

別添資料 ６－１－② 平成 20 年度 出張一覧

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

合同研究会では，特に本園の実態や教育理念に理解のある方々の多面的な視点からの保育

カンファレンスで協議が深められる。これまで構築してきた実践資料をもとに，意図性と融

通性のある指導計画を作成することができ，幼児の主体性を大切にした生活プランを作成す

ることができた。

また，大学教員から専門的学際的助言や指導を得られることは，附属園であることの利点

であり，教員の指導力向上・資質向上につながっている。

全国の他附属の研究会や県主催の研究会などでは，他所属の教員との交流や意見交換がで

き，自らの実践を見直したり，新たな刺激を受けて，教員の教育研究へ向かう意欲が高まっ

ている。

研修会参加者は，全員に研修報告を行い，研修成果を伝達するように努めている。

担任外教員（非常勤講師）が配置されていることや，派遣旅費の一部は保護者からの奨学

寄付金から支出しているため，数多くの県外研修会への派遣が可能となっている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

これまで，幼年発達支援コースの先生方中心に研究会を重ねてきたが，他コースの先生方

の参加を要請して，より多方面からの幼児の発達の専門的理解に努めたい。

また，大学附属の利点を生かし，，大学の豊かで質の高い人的・文化的環境を本園の教員の

資質向上を図る研修に活用できるよう，積極的に働きかけたい。

休日の公開研究会や研修会への参加が最近増えてきた。平日は通常保育があるため，各組

の担任や専任である養護教諭は定められた代休を取得していない現状を改善したい。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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評価項目７ 教育目標・学校評価評価項目７ 教育目標・学校評価評価項目７ 教育目標・学校評価評価項目７ 教育目標・学校評価

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点７－１ 教育目標の設定と自己評価は実施されているか。観点７－１ 教育目標の設定と自己評価は実施されているか。観点７－１ 教育目標の設定と自己評価は実施されているか。観点７－１ 教育目標の設定と自己評価は実施されているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

学校教育法が改正され，幼稚園教育の目的・目標も一部改正されたため，本園の教育目標

についても協議し，下記資料のとおり一部を修正した。

教育目標を幼稚園要覧に掲載し，保護者にも周知すると共に，「生活プラン」も新教育目標

で教育課程を組織した。

資料 ７－１－① 平成20年度 第２回職員会議資料（一部抜粋）

また，職員室の教育目標の額も 添付資料 ７－１－②

新たにした。それに加えて，今年 教育目標の額（職員室）・望ましい幼児像の額（玄関）

度は，「望ましい幼児像」を園児

にも分かりやすいよう，玄関正面

に額に入れて掲げた。

自己評価は，計画に即して

実施している。
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【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

今年度は，学校教育法改正・幼稚園教育要領改訂の主旨をふまえて，本園の教育目標も検

討し，これまでの文言は「培う・育む・養う」であったが，学校教育法に合わせて「養う」

で統一を図ったり，「思考力の芽生え」「豊かな感性」を加えて，整合性を図った。

教育目標が，単なるお題目で終わらないように，日頃よく目にする職員室に掲げ，朝のミ

ーティングの折に全員で唱和をする機会を設けるなど，全教職員が目標を意識して教育に当

たれるようにしている。

望ましい幼児像も，幼児にとって親しみやすく分かりやすいように３枚の色紙に表現した

額を掲げた。節目の集会等で幼児に紹介する機会を設け，園児の中にも浸透しつつある。

自己評価は，学級経営・保育実践・園務分掌の担当業務についての評価を実施している。

添付資料 ７－１－① 平成 20年度 第２回職員会議資料

添付資料 ７－１－② 教育目標の額・望ましい幼児像の額

別添資料 ７－１－③ 平成 20 年度 幼稚園要覧

別添資料 ７－１－④ 自己評価書

観点７－２ 学校関係者評価の実施システムの確立はされているか。観点７－２ 学校関係者評価の実施システムの確立はされているか。観点７－２ 学校関係者評価の実施システムの確立はされているか。観点７－２ 学校関係者評価の実施システムの確立はされているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

附属学校部会議で，附属学校園における自己点検・評価，自己評価をもとにした学校関係

者評価等，学校関係者評価制度を，今年度から実施することについて検討を重ねてきた。

「幼稚園における学校評価ガイドライン 20/3/24 文科省」を参考に，次のように計画的に

取り組んでいる。

①幼稚園の現況・及び目的や平成 20 年度の重点目標や計画の設定

②評価項目の設定

③学校関係者評価委員候補者選定・委嘱

④学校関係者評価委員会開催（８月 20 日）

⑤重点目標を十分考慮した教育活動の実施

⑥学校関係者評価委員に幼稚園教育活動の公開（運動会・オープンスクール・公開研究会

・表現会等）及び意見交換

⑦アンケートを実施し，結果を公表（保護者対象・参観者来園者対象・オープンスクール

参加者対象）

⑧自己評価書を作成し，学校関係者評価委員会で説明し，学校関係者評価を実施

⑨自己評価書及び学校関係者評価報告書を設置者に報告

⑩自己評価書を公表
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資料 ７－２－① 鳴門教育大学附属学校学校関係者評価規程

資料 ７－２－② 附属幼稚園学校関係者評価員名簿

  

                    附属幼稚園学校関係者評価員名簿 
 
                                                                        20.7.1 
 
規則の
   
根 拠 

 
   ふ り が な      
 
  氏     名 

 
                 
   現       職 
   

 
    
      委  嘱  期  間 
 

 
 
   備    考 
 

 
 
 2-(1) 
 

 
 ますだ    まきこ 
 増田 万紀子 
 

 
 
みどり会会長 
 

 
平成２０年７月１日 
          ～ 
    平成２２年３月３１日 

 
 
 
 

 
 
 2-(2) 
 

 
 あかざわ   みゆき 
 赤澤  ミユキ 
 

 
 
学校評議員 
 

 
平成２０年７月１日 
          ～ 
    平成２２年３月３１日 

 
 
 
 

 
 2-(1) 
 
 2-(3) 

 
 たむら   たかひろ 
 田村 隆宏 
 

 
保護者 
 
鳴門教育大学教授 

 
平成２０年７月１日 
          ～ 
    平成２２年３月３１日 

 
 
 
 

 
 
 2-(3) 
 

 
  たなか   ひろゆき 
 田中 弘之 
 

 
 
鳴門教育大学教授 
 

 
平成２０年７月１日 
          ～ 
    平成２２年３月３１日 

 
 
 
 

 
 1-(1) 
 
 2-(4) 
 

 
  さかた   だいすけ 
 坂田 大輔 
 
 

 
保護者 
 
附属小学校教諭 
 

 
平成２０年７月１日 
          ～ 
     平成２２年３月３１日 
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資料 ７－２－③ 第１回附属幼稚園学校関係者評価委員会議事要録（一部抜粋）

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

３月２４日に文科省より出された「幼稚園のガイドライン」を参考にした，今年度初の新

設システムであるため，時期的には後方にずれ込んでいったものの，着実に，積極的に取り

組んできている。

添付資料 ７－２－① 鳴門教育大学附属学校学校関係者評価規程

添付資料 ７－２－② 附属幼稚園 学校関係者評価委員名簿

添付資料 ７－２－③ 平成 20 年度 附属幼稚園 第１回学校関係者評価委員会議事録

（一部抜粋）

別添資料 ７－２－④ 平成 20 年度 幼稚園評価アンケート結果報告書（年長組保護者対象）

別添資料 ７－２－⑤ 平成 20 年度 附属幼稚園オープンスクールアンケート結果について

別添資料 ７－２－⑥ 平成 20 年度 参観者及び研修会参加者による評価集計結果
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((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

法令の改正に伴い，その主旨を反映した教育目標についての見直しを実施している。

附属学校部会議で，４附属学校園が附属学校チームも含めて連絡調整を取り合いながら，

足並みを揃え，新たな法令に基づいて，学校関係者評価システムを設定して計画的に学校評

価を実施してきている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

目標達成に必要な評価項目は，作業量の軽減のため，法人化に伴い定めた中期目標に基づ

く中期計画・年度計画に沿った形で検討し，もっと焦点化すればよいと思われる。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「Ｂ 達成されている」と判断する。
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評価項目８ 情報提供評価項目８ 情報提供評価項目８ 情報提供評価項目８ 情報提供

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点８－１ ウェブページの活用など，情報提供手段の工夫はされているか。観点８－１ ウェブページの活用など，情報提供手段の工夫はされているか。観点８－１ ウェブページの活用など，情報提供手段の工夫はされているか。観点８－１ ウェブページの活用など，情報提供手段の工夫はされているか。

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

本園のウェブページは，トップ・園の紹介・沿革・研究・刊行物・園児募集関連・マップ

・メールの内容で構成している。

園の紹介では，日常の保育場面や行事の様子などを写真で紹介し，生き生きとした教育活

動の内容をわかりやすく伝えるよう工夫をしている。

研究では，平成 20 年度幼児教育研究会の保育場面や研究発表，ビデオフォーラムの場面を

写真で紹介し，研究内容や教育活動をわかりやすく紹介している。

資料 ８－１－① 本園ウェブページ （一部抜粋）

http://www.kinsch.naruto-u.ac.jp/hb-index.htm
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【分析結果と根拠理由】

ウェブページで，本園の教育活動を紹介する目的と合わせて，幼児教育の不易なるものや

時代性を反映した今日的課題解決の方策などについての考えや実践を広く発信し，奉仕園と

して社会貢献している。

添付資料 ８－１－① 本園ウェブページ （一部抜粋）

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

内容・構成共に視覚情報に富み，見やすいとの評価を得ている。また，随時新しい情報や

教育活動を載せるなどのニュース性も加わり，常に，注意を向けられるものとなっている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

常に新しい情報を提供するウェブページ更新作業等は，少人数の教員で組織している幼稚

園では，時間的にも技術的にも職員の過重負担増となる。

現在は，信頼のできる保護者ＯＢのボランティアに更新作業を依頼しているが，専任のス

タッフの配置が望ましい。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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評価項目９ 保護者・地域住民との連携評価項目９ 保護者・地域住民との連携評価項目９ 保護者・地域住民との連携評価項目９ 保護者・地域住民との連携

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点９－１ 保護者・参観者等を対象とするアンケートの結果観点９－１ 保護者・参観者等を対象とするアンケートの結果観点９－１ 保護者・参観者等を対象とするアンケートの結果観点９－１ 保護者・参観者等を対象とするアンケートの結果

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

添付資料 ９－１－① アンケート結果（一部抜粋）

ア）オープンスクールでの保護者・参観者を対象とするアンケート結果ア）オープンスクールでの保護者・参観者を対象とするアンケート結果ア）オープンスクールでの保護者・参観者を対象とするアンケート結果ア）オープンスクールでの保護者・参観者を対象とするアンケート結果

※実施日 平成 20 年 11 月９日（日）

※回答者 オープンスクール参加者（無記名） 合計 157 名

本園保護者 151 名 ・教育関係者 1 名 ・一般参加者 5 名

※アンケート集計結果

○保育について

・とてもよい 152 名（96.8 ％） ・あまりよくない 0 名（ 0 ％）

・どちらでもない 5 名（ 3.2 ％）

○環境整備について

・よく整っている 150 名（95.6 ％） ・もっと整えて欲しい １名（0.6 ％）

・どちらでもない 5 名（ 3.2 ％） ・記入なし １名（0.6 ％）

イ）今年度の参観者を対象とするアンケート結果イ）今年度の参観者を対象とするアンケート結果イ）今年度の参観者を対象とするアンケート結果イ）今年度の参観者を対象とするアンケート結果

※実施日；平成 20 年 4 月～ 21 年 2 月 ※回答者；参観者・研究会参加等来園者 184 名

今年度アンケートは，下記のように３回実施した。，

①年長児保護者対象幼稚園評価アンケート 57 名 平成 21 年 1 月 17 日
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②オープンスクール参加者対象アンケート 157 名 平成 20 年 11 月 9 日

③参観者・来園者対象アンケート 184 名 平成 20 年 4 月～平成 21 年 2 月

保護者・参観者等を対象とするアンケートの結果は，上記のとおりである。

いずれの項目も，Ａ評価が大半を占めている。

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

オープンスクールのアンケートの結果から，保護者・教育関係者の本園教育に対する評価

はどの項目についても 95 ％以上という高い水準で「とてもよい」という結果を得ている。

今年度の参観者のアンケート結果からは，全体的に高い評価は得られている。ただ，一人

一人の幼児の発達や心情を尊重した保育ができていたか等のような項目では，一人一人の発

達の状況が参観者に把握できないという問題がある。また，大学との連携や保護者の子育て

についての設問も目前に参考となる資料がなく，答えにくいということが他の項目のように

90 ％以上の評価が「Ａそう思う」にならない要因ではないかと考える。

添付資料 ９－１－① アンケート結果（一部抜粋）

別添資料 ９－１－② （７－２－④）

平成 20 年度 幼稚園評価アンケート結果報告書（年長組保護者対象）

別添資料 ９－１－③ （７－２－⑤）

平成 20 年度 附属幼稚園オープンスクールアンケート結果について

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

幼児教育の内容や方法・環境が特に優れているという評価を得られた。

保護者からのアンケート結果は，解説付きの報告書を回答者全員に配布し，年中・年少児

の保護者も含む保護者会で，園長が「附属幼稚園の現状と課題－アンケート結果をふまえて

－」について講話をし，理解・協力を求めている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

改善を要する点についての具体的提案は見当たらない。参観者が評価する時に，参考とな

る具体的情報をどう提示するか等についての工夫は必要であると考える。

(3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価評価項目の達成及び取組状況の自己評価評価項目の達成及び取組状況の自己評価評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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評価項目１０ 子育て支援評価項目１０ 子育て支援評価項目１０ 子育て支援評価項目１０ 子育て支援

(1) 観点ごとの分析観点ごとの分析観点ごとの分析観点ごとの分析

観点１０－１ 教職員のカウンセリングの基礎の理解と相談機能が働いているか観点１０－１ 教職員のカウンセリングの基礎の理解と相談機能が働いているか観点１０－１ 教職員のカウンセリングの基礎の理解と相談機能が働いているか観点１０－１ 教職員のカウンセリングの基礎の理解と相談機能が働いているか

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

① 教職員のカウンセリングの基礎の理解の状況

・文科省主催の「子育て支援指導者養成講座」を 19 年度は教頭が，20 年度は園長が受講。

子育て支援におけるカウンセリングの在り方についての最新の知識や技能について研

修を深め，全教職員に伝達。

・カウンセリングマインドを重視した保護者対応の事例研究会の実施。

子どもの育ちには親の生き方が大きく影響する。幼稚園は，幼児の遊びや生活を通し

た育ちに対する様々な姿を肯定的に受け止めて保護者に幼児の姿を伝え，子育てを積

極的に楽しめるよう支援。

② 相談・カウンセリングの実施状況

・スクール・カウンセラーによる学校カウンセリングの設定。

大学から臨床心理士・学校カウンセラーが附属小学校でカウンセリングの実施。

長期休業開け全員に，実施予定日等のプリント配布して広報。

今年度の実施日は，

４月（２回） ５月（３回） ６月（４回） ７月（１回） ９月（３回）

１０月（２回） １１月（２回） １２月（２回） １月（２回） ２月（３回）

３月（３回）

実質的には年間３～４名が申込。

・養護教諭による心身の健康相談カウンセリングの設定

「ほけんしつだより」で広報 （３～４回／月）

・学級担任による教育相談・話し合い等の設定

教育相談（個人懇談）事前に相談内容についての調査・７月・11 月

保護者からの相談申し出時

個人的に，保育の中で気付いた点の保育者からの伝達・相談

・小集団での話し合い・相談の場の設定

手作りおやつ活動後の話し合い（４～６回／月）２～６人

誕生会保育参加後の話し合い （１回／毎月）

保護者会活動での子育てフリートーク 他

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

保護者の子育て負担感や不安感の軽減や，子育ての自立にむけた子育て支援ができるよう

上記のように様々な場や機会を設けている。

教職員は，実践及び研修の中で，幼児期の発達理解・カウンセリング手法・子育て支援理

解等についての専門的な知識を増やしつつ，それぞれの保護者にあったカウンセリング・相

談機能が働くように，話しやすい雰囲気作りや教職員側の受容的な姿勢作りに努力してきて

いる。
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ただ，最近は，対人関係で過敏に反応して被害妄想や攻撃的になったり，子育てや自らの

生き方に不安や疑問を感じて情緒不安定になったり，躁鬱の感情の起伏が激しい等の保護者

も見られる。それらの対応に，全職員が長期的な見通しのなか，共通理解をもって対応して

いるが，短期間では解決しがたい課題も残っている。

別添資料 10 －２－① みどりかいだより 60 号（2009/3/5 発行）

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

・園生活での幼児の発達に対する実情を紹介したり，気軽に面談できるように勧誘したり，

自ら保育参加をして実感を通して振り返る機会を提供したりすることで，保護者の負担感

や不安感が軽減されている。

・大学の支援を得て，専門のカウンセラーによる学校カウンセリング制度が定着している。

・幼稚園の教職員だけでなく，保護者同士や保護者ＯＢからのアドバイス等も有効で，成果

が上がっている。

・様々な場や機会を提供し，それぞれの家庭や保護者のニーズに応じて選択できる利点があ

る。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

・保護者間に微妙な抵抗感があり，カウンセリング制度を十分には活用できていない面もあ

るので，今後，積極的に活用できるような働きかけに努めたい。。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「Ｂ 達成されている」と判断する。
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評価項目１１ 教育環境整備評価項目１１ 教育環境整備評価項目１１ 教育環境整備評価項目１１ 教育環境整備

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点１１－１ 施設設備：設置者と連携した施設設備の安全・維持管理のための点検の取組観点１１－１ 施設設備：設置者と連携した施設設備の安全・維持管理のための点検の取組観点１１－１ 施設設備：設置者と連携した施設設備の安全・維持管理のための点検の取組観点１１－１ 施設設備：設置者と連携した施設設備の安全・維持管理のための点検の取組

はできているかはできているかはできているかはできているか

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

・日常の点検

毎朝，当番による環境整備及び園庭の点検

日々の生活の中で気付いたり，指摘されたりした箇所を即座に点検・報告

・毎月２０日に学校安全点検の実施

輪番制（二人組）で安全点検表の各項目をチェックし，異常箇所を発見。大規模修理

を必要とする箇所は，管理者の指示のもと，大学施設課等を通じて業者に依頼

・営繕工事の計画・実施

営繕工事要求書を作成し，大学施設課とも連絡調整をして，計画的に営繕工事を実施

平成 20 年度の主な営繕工事は，中央廊下・管理棟（事務室・園長室・職員室・廊下）

の床の張り替え，遊戯室の屋根の修理等で，緊急を要するものから優先的に着工

資料 11 －１－① 平成 21 年度営繕工事要求一覧
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【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

職員の安全に対する意識が高く，幼児が生活しやすいよりよい教育環境作りに対して前向

きである。

点検のシステムが確立され，潜在事故の危険性や修理・修繕を必要とする箇所を生活の中

で，また，点検の中で見つけている。安全点検表にない項目は，新たに項目を作成し，実態

に応じた更新を図っている。

添付資料 11 －１－① 平成 21 年度営繕工事要求一覧

別添資料 11 －１－②（３－１－①）

平成 20 年度安全管理計画－危機管理マニュアル－

観点１１－２ 遊具・用具・図書等：設置者と連携した遊具・用具・図書等の整備ができて観点１１－２ 遊具・用具・図書等：設置者と連携した遊具・用具・図書等の整備ができて観点１１－２ 遊具・用具・図書等：設置者と連携した遊具・用具・図書等の整備ができて観点１１－２ 遊具・用具・図書等：設置者と連携した遊具・用具・図書等の整備ができて

いるかいるかいるかいるか

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

・遊具・用具の整備

毎朝の当番の点検

園児が怪我をした時の状況把握と合わせて安全点検

日々，担任や各場所の担当者が管理・整備，補充。

・図書の整備

絵本の部屋担当者が購入・登録・管理

絵本の修理などに保護者のボランティアを活用。

クラス毎に決まった曜日に絵本の貸し出し。

・購入計画

必要や要求に応じて，担当者が購入計画を立て，全員で検討して購入。

屋上人工芝の吸水ローラースポンジ・コンパクトに収まる折りたたみ式傘立て等のよ

うに，軽量で効率良く作業ができる用具や遊具の新規な情報を収集し，検討して購入

・今年度新規購入した主な遊具・用具・図書

遊具；ままごと道具・砂場遊具・ブロック・一輪車 （450,000 円）

用具；砂場シート・ワゴン・ラジカセ・飼育サークル・傘立て・ローラー（410,000 円）

図書；絵本 210 冊・紙芝居 2 セット （310,000 円）

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

環境を通して行うことが基本の幼児教育では，遊具・用具・図書等の整備は常に意識して

実施している。

今年度は，絵本読み聞かせボランティアの保護者が選書した図書で園児に評価の高かった

絵本を新たに絵本リストに加えるなど，保護者の要望にも応えるような整備を心がけた。

故障や破損等については，迅速な対応ができている。

オープンスクールでの本園の環境整備についてのアンケート結果でも，清潔によく整備さ

れ，大変充実していると認められている。
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別添資料 11 －２－① （７－２－⑤）

平成 20 年度 附属幼稚園オープンスクールアンケート結果について

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

安全管理計画にも明記されているように，日常時と重点的点検時等がバランスよく，計画

的に配置されたシステムで，養護教諭が実施上の責任者としてリーダーシップをとり，着実

に実施されている。

安全点検によるチェック機能がよく働いており，施設・設備として不備な点はすぐに設置

者との連携がとれ，大学施設課の手厚い協力で，教育環境が常に美しく整備されている。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

現在の園舎は，昭和 44 年に建築されたもので，築 40 年を経ており，接合部の雨漏り・モ

ルタルの剥落やひび割れ等の老朽化が目立つので，園舎改修を切望している。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「Ａ 十分達成されている」と判断する。
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評価項目１２ 教育実習評価項目１２ 教育実習評価項目１２ 教育実習評価項目１２ 教育実習

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点１２－１ 教員の育成を目的とした教育実習の実施ができているか観点１２－１ 教員の育成を目的とした教育実習の実施ができているか観点１２－１ 教員の育成を目的とした教育実習の実施ができているか観点１２－１ 教員の育成を目的とした教育実習の実施ができているか

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

教員の育成を目的とした教育実習を以下の通り行っている。

教育実習の実施状況及び目的

資料 １２－１－① 実施状況・目的

教育実習内容

資料 １２－１－② 実習内容
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実地教育計画表

資料 １２－１－③ 実地教育計画表
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教育実習の評価

資 料 １ ２ － １ － ④ 自 己 評 価 観 点 表

別添資料 １２－１－⑤ 実習の手引き

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

今年度の実地教育は，幼稚園における幼児との直接的なかかわりの過程を通して，指導教

員のもと，教職の体験を積み，教員となるための実践上の基礎的な能力や態度を養うことを

目的として実施した。
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実習生は，教育専門職にふさわしい実践的能力や研究態度を身に付けようと実習に取り組

み，子どもと共に生きるという基本事項についての気付きや課題の明確化がそれぞれに図ら

れた実習となった。

保護者アンケートの自由記述では，次のような記述があり，保護者からも多くの支持を得

た実習であった。

添付資料 １２－１－⑥（別添資料 ７－２－④・９－１－②）

平成 20 年度 幼稚園評価アンケート結果報告書（一部抜粋）

教育実習生教育実習生教育実習生教育実習生のおのおのおのお子様子様子様子様へのかかわりでへのかかわりでへのかかわりでへのかかわりで気付気付気付気付いたことをあげてくださいいたことをあげてくださいいたことをあげてくださいいたことをあげてください

「お兄さん･お姉さんとしての実習生は，とても頼もしく安心できる存在だった」「実習生

がもつ特技から，新しい世界や視点が開けたようだった」「無理に子どもにあわせようと

するのではなく，一個人として認めた上で自然な関わりをしてくださった」「とても大好

きだった。愛情をたくさんいただいた」「一生懸命で意欲にあふれているのがよくわかり，

子どもも毎日がとても楽しみだった」というような内容が多かったようです。「最初は子

どもの遊びに入り込めないようだったが，次第に慣れていく様子がよくわかった」「実習

終了後も幼稚園に来てほしい」などの感想もいただきました。

添付資料 １２－１－① 実施状況・目的

添付資料 １２－１－② 実習内容

添付資料 １２－１－③ 実地教育計画表

添付資料 １２－１－④ 自己評価観点表

別添資料 １２－１－⑤ 実習の手引き

添付資料 １２－１－⑥（別添資料 ７－２－④・９－１－②）

平成 20 年度 幼稚園評価アンケート結果報報告書（一部抜粋）

（２）優れた点・改善を要する点（２）優れた点・改善を要する点（２）優れた点・改善を要する点（２）優れた点・改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

教育専門職にふさわしい実践的能力や研究態度を身に付けようと実習に取り組み，子ども

と共に生きるという基本事項についての気付きや課題の明確化がそれぞれに図られ，多くの

成果が得られた実習となった。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

教育実習中の本園教員の勤務時間は，変形労働時間制で 1 日 10 時間勤務であるが，それ

以上の長時間勤務となっているのが現状である。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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評価項目１３ センター的役割評価項目１３ センター的役割評価項目１３ センター的役割評価項目１３ センター的役割

((((1) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析) 観点ごとの分析

観点１３－１ 幼児教育関係者の研修支援，教員派遣等ができているか観点１３－１ 幼児教育関係者の研修支援，教員派遣等ができているか観点１３－１ 幼児教育関係者の研修支援，教員派遣等ができているか観点１３－１ 幼児教育関係者の研修支援，教員派遣等ができているか

【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】【観点に係る状況】

本園は研究幼稚園・奉仕幼稚園としての使命をもっている。

今年度の具体的な研修支援，教員派遣として，

全幼研徳島支部の事務局を本園におき支部の研修を企画運営

教員の県内外研修会への講演派遣

合同研究会の開催

平成 20 年度幼児教育研究会の開催

幼児教育関係研修会への講師派遣

県新規採用研修・県リーダー研修会の場の提供などがある。

【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】【分析結果と根拠理由】

教育のセンター的役割を十分果たしていると思われる。

別添資料 １３－１－① 平成 20 年度 研修会講師派遣，研修会会場提供一覧

((((2) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点) 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】【優れた点】【優れた点】【優れた点】

県内外より講演依頼があり，幼稚園教育についてや教育の先端的な情報を県内外に広める

役割を十分果たしている。

特に今年度は，幼稚園教育要領改訂に伴う改訂の主旨説明等の研修に寄与した。

【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】【改善を要する点】

講師に派遣する教員の中には園長や学級担任をしている教諭がおり，多忙を極めているの

で何らかの改善が必要と思われる。

((((3) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価) 評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている」と判断する。
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Ⅲ 自己評価根拠資料一覧Ⅲ 自己評価根拠資料一覧Ⅲ 自己評価根拠資料一覧Ⅲ 自己評価根拠資料一覧

観点番号 資料番号 添付 別添 資 料 名

１ １－１ １－１－① ○ 年齢別月別指導計画
１－1－② ○ 研究紀要 第 42 集 （2008/11/20 発行）

１－２ １－２－① ○ 〃
１－２－② ○ 附属幼稚園生活プラン（2008/11/20 発行）

２ ２－１ ２－１－① ○ 平成 20 年度保健室経営計画
２－１－② ○ 日常の健康観察と事後措置について
２－１－③ ○ 組別健康観察表
２－１－④ ○ 疾病予防の取り組み
２－１－⑤ ○ 平成 20 年度定期健康診断実施状況

３ ３－１ ３－１－① ○ 平成 20 年度安全管理計画－危機管理マニュアル－
３－１－② ○ 防災・避難訓練の実施

４ ４－１ ４－１－① ○ 特別支援教育計画
４－１－② ○ 特別支援教育コーディネーター研修

５ ５－１ ５－１－① ○ 平成 20 年度第１回職員会議題
５－１－② ○ 平成 20 年度園務分掌一覧表（一部抜粋）

６ ６－１ ６－１－① ○ 平成 20 年度合同研究会開催日
６－１－② ○ 平成 20 年度出張一覧

７ ７－１ ７－１－① ○ 平成 20 年度 第２回職員会議資料
７－１－② ○ 教育目標の額・望ましい幼児像の額
７－１－③ ○ 平成 20 年度 幼稚園要覧
７－１－④ ○ 自己評価書

７－２ ７－２－① ○ 鳴門教育大学附属学校学校関係者評価規程
７－２－② ○ 附属幼稚園学校関係者評価員名簿
７－２－③ ○ 第１回附属幼稚園学校関係者評価委員会議事要録（一部抜粋）

７－２－④ ○ 平成 20 年度幼稚園評価ｱﾝｹｰﾄ結果報告書（年長組保護者対象）

７－２－⑤ ○ 平成 20 年度附属幼稚園ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙｱﾝｹｰﾄ結果について

７－２－⑥ ○ 平成 20 年度 参観者及び研修会参加者による評価集計結果

８ ８－１ ８－１－① ○ 本園ウェブページ（一部抜粋）

９ ９－１ ９－１－① ○ アンケート結果（一部抜粋）
９－１－② ○ 平成 20 年度幼稚園評価ｱﾝｹｰﾄ結果報告書（年長組保護者対象）

９－１－③ ○ 平成 20 年度附属幼稚園ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙｱﾝｹｰﾄ結果について

10 10－２ 10－２－① ○ みどりかいだより 60 号（2009/3/5 発行）

11 11－１ 11－１－① ○ 平成 21 年度営繕工事要求一覧
11－１－② ○ 平成 20 年度安全管理計画－危機管理マニュアル－

11－２ 11－２－① ○ 平成 20 年度附属幼稚園ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙｱﾝｹｰﾄ結果について

12 12－１ 12－１－① ○ 実施状況・目的
12－１－② ○ 実習内容
12－１－③ ○ 実地教育計画表
12－１－④ ○ 自己評価観点表
12－１－⑤ ○ 実習の手引き
12－１－⑥ ○ 平成 20 年度幼稚園評価ｱﾝｹｰﾄ結果報告書（年長組保護者対象）

13 13－１ 13－１－① ○ 平成 20 年度研修会講師派遣，研修会会場提供一覧
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